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牧
野
京
夫 

国
土
交
通
副
大
臣
へ
の

要
請
行
動

　

奥
野
信
亮 

総
務
副
大
臣
へ
の

要
請
行
動

　

こたえ１．おとしだま　２．しょうが　３．おぼうさん（おしょう勝つ）　　

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
２
０
１
８

年
３
月
に
適
用
期
限
を
迎
え
る

Ｊ
Ｒ
各
社
に
、
共
通
の
各
種
税

制
特
例
措
置
（
軽
油
引
取
税
免

税
措
置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備

に
係
る
特
例
、
耐
震
補
強
特

例
）
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
関

わ
る
貨
物
新
車
特
例
の
期
限
延

長
を
も
と
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
、

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会

に
所
属
し
て
い
る
岸
本
周
平
衆

議
院
議
員（
和
歌
山
１ 

区
）、泉

健
太
衆
議
院
議
員（
京
都
３ 

区
）と
と
も
に
、大
臣
要
請
行
動

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　
　

11
月
27
日（
月
）に
、
牧
野

京
夫
国
土
交
通
副
大
臣
に
対

し
て
要
請
行
動
を
実
施
し
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
・
宮
野
政
策
調

査
部
長
が
参
加
し
た
。
ま

た
、
12
月
６
日（
水
）に
は
、

奥
野
信
亮
総
務
副
大
臣
に
対

し
て
要
請
行
動
を
実
施
し
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら
は
上
村
書

記
長
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の

結
果
、昨
年
12
月
に
発
表
さ

れ
た
与
党
税
制
大
綱
に
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
と
も
に
求
め
て

き
た
内
容
が
、ほ
ぼ
要
望
通

り
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
金
沢

地
本
糸
魚
川
地
区
支
部
で
す
。

　

前
段
に
、
一
昨
年
糸
魚
川
大

火
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
か

ら
、
義
援
金
・
多
数
の
励
ま
し

の
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
幸
い
、
鉄
道
施
設
や
組
合

員
へ
の
被
害
は
皆
無
で
、
現

在
、
町
は
復
興
に
向
け
一
歩
ず

つ
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
糸
魚
川
地
区

支
部
で
は
、
北
陸
新
幹
線
金
沢

開
業
に
お
い
て
組
織
が
一
新
さ

れ
、
新
幹
線
の
工
務
・
営
業
、

北
陸
広
域
鉄
道
部
糸
魚
川
、
そ

し
て
え
ち
ご
ト
キ
め
き
出
向
者

の
計
４
分
会
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
組
合
員
数
は
約
１
５
０

名
の
小
さ
な
支
部
で
す
が
、
小

さ
い
か
ら
こ
そ
世
話
役
活
動
に

徹
し
や
す
く
、
例
え
ば
新
年
の

旗
開
き
に
は
総
勢
約
１
０
０
名

が
参
加
し
た
り
、
今
回
の
賃
金

実
態
調
査
で
は
１
０
０
％
の
集

約
を
す
る
な
ど
、
団
結
力
み
な

ぎ
る
支
部
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
に
行
わ
れ

た
定
期
大
会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ

採
用
の
支
部
長
を
は
じ
め
と

し
、
執
行
部
は
15
名
中
11
名

が
Ｊ
Ｒ
採
用
と
い
っ
た
若
さ
溢

れ
る
世
代
交
代
が
着
々
と
進
ん

で
い
る
支
部
で
す
。

　

そ
し
て
鉄
道
は
、
新
幹
線
の

富
山
〜
上
越
妙
高
間
、
在
来
線

は
大
糸
線
の
糸
魚
川
〜
南
小
谷

間
、そ
し
て
、え
ち
ご
ト
キ
め
き

鉄
道
出
向
者
は
、
泊
〜
直
江
津

〜
妙
高
高
原
間
を
受
け
持
っ
て

お
り
、
日
々
安
全
安
定
輸
送
に

精
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
の
大
糸
線
糸
魚
川
〜

南
小
谷
間
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
中
で
も
有
数
の
ロ
ー
カ
ル

線
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、デ
ー

タ
上
で
は
平
成
28
年
度
の
平
均

通
過
人
員
は
１
０
０
人
／
日
と

な
っ
て
い
ま
す 

（
Ｓ
62
年
９
８

７
人
／
日
）。年
々
通
過
人
員
が

減
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に

よ
っ
て
、
長
野
県
〜
東
京
・
金

沢
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段

に
上
が
り
、夏
は
北
ア
ル
プ
ス
へ

の
登
山
客
、冬
は
長
野
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
に
も
な
っ
た
、

白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
を
は

じ
め
と
す
る
ス
キ
ー
場
群
へ
の

旅
客
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。特
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
よ
り
、冬
に
は
、向
こ
う

で
は
夏
休
み
中
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア・ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
の
南
半

球
の
ス
キ
ー
客

が
、毎
便
の
よ
う

に
大
糸
線
に
乗

車
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、円
高

が
続
い
て
お

り
、
カ
ナ
ダ
等

に
流
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

円
安
に
な
る
と
も
っ
と
増
え
る

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
昨
年
よ
り「
サ
イ
ク

ル
ト
レ
イ
ン
」の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、
並
走

す
る
道
路
が
狭
く
危
険
な
た

め
、
鉄
道
で
回
避
す
る
取
り
組

み
で
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
自
転
車
を
そ
の
ま
ま
解
体

せ
ず
に
搭
載
で
き
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、

地
域
か
ら
利
用
者
を
募
っ
た

り
、
台
湾
人
向
け
ツ
ア
ー
の

コ
ー
ス
に
な
る
な
ど
、
不
定
期

で
催
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
昨
年
10
月
14
日

は
、
大
糸
線
開
業
60
周
年
で
あ

り
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な

か
で
も
「
大
糸
線
に
手
を
振
ろ

う
」
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の

方
々
の
大
糸
線
に
対
す
る
熱
い

想
い
を
感
じ
ま
し
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
も
投
稿
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
気
に
な
る
方
は

「
大
糸
線
60
」
で
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
ネ
。

　

そ
し
て
、11
月
12
日
に
は
、

60
周
年
を
記
念
し
、
え
ち
ご
ト

キ
め
き
鉄
道
の
リ
ゾ
ー
ト
列
車

「
雪
月
花
」が
大
糸
線
に
乗
り

入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
も
多
く

の
地
域
の
方
々
が
手
を
振
り
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
大
糸
線
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
難
局
が
待
ち
受
け

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
会
社
・
自
治
体
と
の

懇
談
を
行
う
こ
と
や
、
一
番
の

サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
地
域
の

方
々
の
熱
意
を
受
け
、
存
続
に

向
け
て
糸
魚
川
地
区
支
部
の
団

結
力
を
活
か
し
、
労
働
組
合
の

立
場
で
、
地
本
や
本
部
と
連
携

し
、
さ
ら
に
は
連
合
や
交
運
労

協
な
ど
様
々
な
方
面
で
、
で
き

る
こ
と
を
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

　

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
お
み

ち
よ
う
！
（
糸
魚
川
弁
で
、道

中
気
を
付
け
て
と
い
う
挨
拶
の

言
葉
）　
　

 

〈
金
沢
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
は
、
２
０
１
７
年

12
月
13
日
に
第
１
回
書
記
長
会

議
を
開
催
し
た
。
各
地
本
・
総

支
部
の
書
記
長
を
集
め
、
当
面

す
る
課
題
に
つ
い
て
真
摯
な
議

論
を
重
ね
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
委
員
長
は
、
12

月
11
日
に
発
生
し
た
新
幹
線
の

重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
事
象
に
つ

い
て
挨
拶
で
触
れ
、
新
幹
線
協

議
会
と
と
も
に
組
合
員
の
声
を

集
め
、
対
策
を
立
て
る
と
と
も

に
、
各
地
本
・
総
支
部
の
書
記

長
に
対
し
、
対
応
す
る
組
合
員

の
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
、
協
力
を

要
請
し
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
１
８
春
季

生
活
闘
争
、
次
期
中
期
経
営
計

画
・
安
全
考
動
計
画
策
定
に
む

け
た
対
応
、
当
面
す
る
業
務
課

題
、
第
36
回
中
央
委
員
会
、
組

織
対
策
・
組
織
運
営
、
Ｊ
Ｒ
連

合
議
員
懇
談
会
・
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
確
定
拠
出
年
金
導
入
な

ど
の
幅
広
い
議
題
に
つ
い
て
本

部
か
ら
の
方
針
提
起
の
後
、
各

地
本
・
総
支
部
か
ら
の
積
極
的

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
は
、

１
月
10
日
、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

大
阪
に
お
い
て
、各
地
本
・
総
支

部
の
代
表
者
を
集
め
、「
第
２
回

地
本
代
表
者
会
議
」を
開
催
し

た
。

　

会
議
で
は
、昨
年
12
月
11
日

に
発
生
し
た
、
の
ぞ
み
34
号
重

大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
つ
い
て
、関

係
す
る
各
地
本
・
総
支
部
、
新

幹
線
協
議
会
か
ら
、
組
合
員
の

声
や
職
場
の
現
状
な
ど
、
切
実

な
実
態
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者

に
共
有
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
春
季
生
活

闘
争
、
当
面
す
る
業
務
課
題
、

第
36
回
中
央
委
員
会
、
他
労
組

の
動
向
、
第
21
回
京
都
駅
ビ
ル

大
階
段
駈
け
上
が
り
大
会
な

ど
、
幅
広
い
項
目
に
わ
た
っ
て

議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
、
本
会
議
に
お
い
て
な

さ
れ
た
議
論
を
参
考
に
し
、
２

月
８
日
（
木
）
に
大
阪
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
第

36
回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
方

針
提
起
を
行
っ
て
い
く
。

税制特例の継続・恒久化を求める陳情
ＪＲ連合・ＪＲ西労組の
要望事項が反映！！

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.216金沢地本 糸魚川地区支部

第
2
回 

「
地
本
代
表
者
会
議
」を
開
催

当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
真
摯
に
議
論

安
全
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
！

第１回書記長会議第１回書記長会議第１回書記長会議第１回書記長会議
誇
れ
る
団
結
力
を
も
っ
て
、

　
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
に
取
り
組
も
う
！

！


